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階
ホ
ー
ル
（
東
大
阪

市
長
瀬
町
１
）
で
開

か
れ
、
約
60
人
が

集
っ
た
。

　
「
怒
る
富
士
」
は

民
百
姓
を
救
っ
た
関

東
郡
代
、
伊
奈
半
左

衛
門
を
テ
ー
マ
に
し

た
舞
台
。
原
作
は
新

田
次
郎
。
１
７
０
７

年
に
富
士
が
火
を
噴

き
、
山
麓
の
村
々
が

焼
け
砂
に
埋
ま
り
、

田
畑
は
壊
滅
。
幕
府

の
裁
定
は
亡
所
。
そ

ん
な
幕
府
の
命
令
に

従
わ
ず
、
命
を
懸
け

て
飢
え
に
苦
し
む
民

百
姓
を
救
う
た
め
に

立
ち
上
が
る
伊
奈
半

左
衛
門
。

　

２
時
間
の
ト
ー
ク

＆
朗
読
会
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
た
。「
３
月
の

公
演
が
待
ち
遠
し
い
」
と

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
聞
こ
え
て
き
た
。

　

近
鉄
河
内
小
阪
駅
南
口

を
出
て
東
へ
ふ
ら
り
と
歩

い
て
行
く
と
、
ほ
ろ
ほ
ろ

と
し
た
可
愛
い
字
体
で
店

名
が
書
か
れ
た
の
れ
ん
が

目
に
留
ま
る
。
昨
年
９
月

23
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
酒さ

菓か

家や

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｗ
Ａ 

み
」
だ
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
中
川
美
由

紀
さ
ん
（
46
）
は
、
京
都

の
和
菓
子
屋
な
ど
で
現
場

経
験
を
積
み
、
京
都

製
菓
技
術
専
門
学
校

で
９
年
間
講
師
を
務

め
た
と
い
う
和
菓
子

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。

「
お
酒
と
お
菓
子
の

素
敵
な
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
い
う
思
い

の
も
と
、
お
酒
の
あ

て
か
ら
和
洋
ス
イ
ー

だ
が
、
い
ま
ひ
と
つ
盛
り

上
が
り
に
欠
け
る
。
東
大

阪
市
民
で
す
ら
、
地
元
開

催
を
知
っ
て
い
る
人
が
、

ど
れ
ほ
ど
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
寂
し
い
限
り
だ
。
加

え
て
、
２
０
２
５
年
万
国

博
覧
会
の
大
阪

招
致
構
想
が
浮

上
し
、
話
題
を

そ
ち
ら
に
さ
ら

わ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
こ
の

ま
ま
だ
と
、
折

角
の
チ
ャ
ン
ス

を
ふ
い
に
し
て

し
ま
い
か
ね
な

い
。

　

時
は
ア
ッ
と

い
う
間
に
過
ぎ

去
る
。
市
当
局

は
危
機
感
を

持
っ
て
１
日
１

日
を
燃
焼
し
て

い
た
だ
き
た
い

し
、
我
々
も
他

人
事
と
思
わ

ず
、
で
き
る
限
り
の
応
援

を
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
の
干

支
は
「
丁

酉
」。
字
義

的
に
見
る
と

「
革
命
の
年
」

に
な
る
と

か
。
今
年
４

月
に
創
業
37

周
年
を
迎
え

る
当
社
も
革

命
の
年
に
し

た
い
と
思
っ

て
い
る
。
だ

が
、「
着
眼

大
局　

着
手

小
局
」
で
慎

重
に
進
め
て

い
き
た
い
。

　

と
こ
ろ

で
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

２
０
１
９
年
に
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
な
ど
で
開
か
れ

る
。東
大
阪
市
に
と
っ
て
、

大
き
く
発
展
す
る
た
め
の

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
。

市
当
局
も
開
催
に
向
け
て

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
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オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
こ
と
な
ら

有
限
会
社 

木
須
商
店

共同開発
  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社�

災
害
時
対
応
の

「
人じ

ん

引び
き

車し
ゃ

」パイプイス人引車 26,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

大
好
評
に
つ
き
受
注
後

約
20
日
で
納
品
し
ま
す

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院
自
分
史
・
社
史

926 5134
株式
会社

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

馬
刺
し
盛
り
合
わ
せ
の
１
割
を

義
援
金
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

 　
　
　
　
　

            

桜
家 

店
主

年男による鏡開き（左から２人
目・大澤秀史さん）㊤、新年の
あいさつをする嶋田亘会頭㊦地 域 経 済

発展に尽力

な
つ
か
し
い
写
真

近
鉄
電
車
〈
写
真
提
供
〉

読
者・坂
口
功
氏

撮影時期　昭和33年７月ごろ
撮影場所　油阪（廃駅）－奈良間　
道路併用区間（軌道部分）を走行する
大阪ー奈良間　800系　鹿特急
　800系電車は、昭和30年に製造され、
この時代から近鉄は赤色の電車となりま
した。それまでの電車は、緑色です。
　近鉄では、最後まで唯一特急でありな
がら特急料金が不要で、昭和47年まで活
躍しました。
　その後は、快速急行の誕生によりその
姿を消しました。

　

東
大
阪
商
工
会
議
所
の

新
年
賀
会
が
１
月
７
日
に

東
大
阪
商
工
会
議
所
（
東

大
阪
市
永
和
１
）
で
開
か

れ
た
。

　

嶋
田
亘
会
頭
の
あ
い
さ

つ
で
ス
タ
ー
ト
。
日
本
経

済
の
真
価
が
問
わ
れ
る
１

年
に
な
る
の
で
、
気
を
引

き
締
め
て
地
域
経
済
の
発

展
に
力
を
尽
く
し
た
い
と

抱
負
を
述
べ
た
。
２
０
１

　

東
京
市
場
は
株
高
・
円
安
で
新
年
を
迎

え
た
。４
日
の
日
経
平
均
株
価
は
１
万
９
、

５
９
４
円
で
昨
年
来
高
値
を
更
新
。
幸
先

が
い
い
と
感
じ
た
の
も
つ
か
の
間
。
早
く

も
ト
ラ
ン
プ
弾
が
さ
く
裂
し
た
。
衝
撃
と

混
迷
の
２
０
１
７
年
の
幕
開
け
だ
。５
日
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
メ
キ
シ
コ
工
場
建
設

着
手
に
対
し
て
、「
米
国
に
工
場
を
つ
く
れ
、
さ

も
な
け
れ
ば
巨
額
の
関
税
を
払
う
こ
と
だ
」
と
攻

（
口
）
撃
。
す
で
に

キ
ャ
リ
ア
社
や
フ

ォ
ー
ド
は
メ
キ
シ

コ
進
出
を
断
念
さ
せ
ら
れ
、
Ｇ
Ｍ
に
も
迫
っ
た
。

　

米
国
国
内
の
雇
用
や
賃
金
上
昇
な
ど
経
済
環
境

は
上
向
い
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
体
制
を
断

ち
切
り
米
国
回
帰
を
強
要
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
メ

キ
シ
コ
に
対
す
る
偏
見
と
憎
悪
か
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易

機
関
）
の
ル
ー
ル
破
り
の
た
め
か
。
ト
ラ
ン
プ
流

ビ
ジ
ネ
ス
交
渉
術
な
の
か
、
パ
ワ
ー
の
誇
示
な
の

か
。
国
内
生
産
さ
れ
た
高
価
格
の
車
を
消
費
者
は

受
け
入
れ
る
だ
ろ
う
か
。
自
由
貿
易
を
否
定
す
れ

ば
結
果
的
に
「
天
を
仰
い
で
ツ
バ
す
る
」。

　
「
ト
ラ
ン
プ
顔
負
け
の
過
激
な
主
張
や
後
ろ
暗

い
過
去
を
持
つ
」
閣
僚
が
上
院
公
聴
会
で
承
認
さ

れ
る
確
率
を
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
誌
（
日
本
版
１

月
３
・
10
日
号
）
は
報
じ
て
い
る
。
特
に
ロ
シ
ア

石
油
ビ
ジ
ネ
ス
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
親
密
な
の

が
国
務
長
官
だ
。
未
開
発
地
の
シ
ベ
リ
ア
と
北
方

四
島
な
ど
の
開
発
狙
い
か
。
執
筆
中（
１
月
９
日
）

に
台
湾
の
蔡
総
統
の
米
国
訪
問
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

た
。
新
秩
序
の
始

動
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定
）
に
代
わ
っ
て
新
し
い
造
語

を
思
い
つ
い
た
。
ト
ラ
ン
プ
と
プ
ー
チ
ン
の
パ
ー

ト
ナ
シ
ッ
プ
（
連
携
）
と
プ
ロ
ブ
レ
ム
（
問
題
）

と
い
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
だ
。

　

安
倍
首
相
は
両
氏
と
の
信
頼
関
係
の
も
と
で
Ｇ

７
の
古
参
格
と
し
て
存
在
感
を
示
す
チ
ャ
ン
ス
。

ト
ラ
ン
プ
、
プ
ー
チ
ン
、
習
近
平
の
３
巨
頭
の
言

動
は
地
球
規
模
で
波
及
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

就
任
演
説
の
１
月
20
日
は
世
界
を
塗
り
替
え
る
歴

史
的
な
日
と
な
る
だ
ろ
う
。

衝
撃
と
混
迷
の
年
初

晴耕雨読

オ
ー
ナ
ー 

中
川
美
由
紀
さ
　
　
ん

東大阪商
工会議所 

天の岩戸開き神事 厳かに斎行

天の岩戸開きの再現シーン

中東弘宮司（右から３人目）とやまとふみこ社中の皆さん

陽気なクラウン（左）と巫女さん

　

昨
年
12
月
23
日
（
天
皇

誕
生
日
）、
前
日
ま
で
の

豪
雨
が
嘘
の
よ
う
に
晴
れ

上
が
り
神
事
に
ふ
さ
わ
し

い
お
日
柄
を
迎
え
た
。
午

前
10
時
に
新
し
い
年
を
迎

え
る
た
め
の
「
注し

め

か

け

連
縄
掛

神
事
」
に
引
き
続
き
、
古

来
よ
り
伝
わ
る
「
お
笑
い

神
事
」
が
斎
行
さ
れ
た
。

中
東
宮
司
の
能
狂
言
で
鍛

錬
し
た
発
声
で
「
ア
ッ

ハ
ッ
ハ
ッ
ー
」
と
、
参
詣

者
の
大
笑
い
合
唱
が
20
分

間
続
く
。
参
詣
者
は
総
数

３
５
０
０
人
を
超
え
て
い

た
。
大
笑
い
の
合
唱
は
枚

岡
神
社
の
杜
を
こ
だ
ま
し

て
、
御
祭
神
の
本
宮
「
神か

み

津つ

嶽だ
け

」に
も
届
い
て
い
た
。

参
詣
者
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
ス

ペ
イ
ン
の
女
性
、
カ
ナ
ダ

か
ら
の
夫
婦
な
ど
国
際
色

豊
か
な
人
達
が
数
多
く
、

輪
に
な
っ
て
笑
い
踊
る
姿

が
目
に
つ
い
た
。

　

午
前
11
時
か
ら
は
「
大

笑
い
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開

催
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
美

女
・
ユ
ー
モ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
・
人
気
漫
画
家
・

養
蜂
俳
優
等
々
多
士
済
々

の
ユ
ニ
ー
ク
な
出
場
者
が

会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
て

い
た
。

　

そ
の
後
参
道
広
場
に

て
、
や
ま
と
舞
（
や
ま
と

ふ
み
こ
社
中
）、
瓢
箪
山

戦
隊
シ
ョ
ウ
フ
ウ
ジ
ャ
ー

（
枚
岡
樟
風
高
校
）、
大
道

芸
（
時
代
屋
一
座
）、
あ

り
が
と
う
ま
つ
り
（
あ
り

が
と
う
講
）
の
催
し
も
の

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
参
詣

者
の
大
き
な
拍
手
を
呼
ん

で
い
た
。

　

午
後
５
時
半
か
ら
は
中

東
宮
司
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

に
よ
る
「
天
の
岩
戸
開
き

神
事
」
が
本
邦
初
斎
行
さ

れ
た
。
お
笑
い
神
事
の
起

源
と
な
る
「
天
の
岩
戸
開

き
」
の
故
事
来
歴
に
な
ら

い
、
80
人
を
超
え
る
巫
女

が
出
演
し
神
話
の
世
界
を

幻
想
的
に
再
現
し
た
。

　

当
日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放

Ｔ
Ｖ
各
局
が
「
お
笑
い
神

事
」
を
取
材
に
訪
れ
、
昼

や
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
等
で

放
送
し
た
。

�

（
小
川
秀
人
）

創業37年迎え革命の年に
株式会社カナオカ機材
代表取締役会長兼CEO 金岡　重雄

ソフトな語り口で参加者を魅了する嵐圭史さん

嵐
圭
史
さ
ん

ト
ー
ク
＆
朗
読
会

　

３
月
10
日
に
八
尾
市
文

化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー

ル
（
八
尾
市
光
町
２
）
で

前
進
座
85
周
年
記
念
公
演

「
怒
る
富
士
」
が
開
か
れ

る
。
そ
の
公
演
成
功
プ
レ

企
画
と
し
て
、
主
演
の
嵐

圭
史
さ
ん
（
77
）
の
ト
ー

ク
＆
朗
読
会
が
昨
年
12
月

16
日
に
ど
ん
ぐ
り
薬
局
３

て
い
る
。
親
し
み
に
溢
れ

た
笑
顔
と
話
し
方
で
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
気

持
ち
を
解
い
て
く
れ
る
中

川
さ
ん
。

　

料
理
も
や
は
り
、
食
べ

た
人
の
顔
全
体
を
思
わ

ず
綻
ば
せ
る
も
の
ば
か

り
。
親
し
み
感
満
載
の
メ

ニ
ュ
ー
名
で
、
頼
み
た
く

な
る
「
な
す
の
た
い
た
や

つ
」
は
、
ほ
ろ
っ
と
し
た

優
し
い
口
溶
け
。
そ
れ
で

い
て
喉
を
通
っ
て
し
ま
う

の
が
惜
し
く
な
る
ほ
ど
、

す
み
ず
み
ま
で
丁
寧
な
味

付
け
で
、
身
も
心
も
と
ろ

け
て
し
ま
う
。
他
に
も
、

「
高
野
豆
腐
と
ゆ
り
ね
の

玉
子
と
じ
」「
自
家
製
オ

イ
ル
サ
ー
デ
ィ
ン
」「
さ

ん
ま
の
梅
じ
そ
ま
き
」「
酒

菓
家
の
手
羽
先
」
な
ど
、

お
酒
を
飲
む
人
は
も
ち
ろ

ん
飲
ま
な
い
人
も
心
が
躍

る
料
理
ば
か
り
。

　

デ
ザ
ー
ト
に
「
み
ゆ
き

の
プ
リ
ン
」
を
頼
め
ば
、

た
っ
ぷ
り
か
け
ら
れ
た

ソ
ー
ス
の
甘
み
に
ま
た
口

元
が
緩
む
こ
と
間
違
い
な

し
。
お
腹
と
心
を
満
た
し

て
く
れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
空
間
は
、
１
人
で
も
大

歓
迎
。
グ
ル
ー
プ
で
の
貸

し
切
り
（
15
人
ま
で
）
も

受
け
付
け
て
い
る
。

�

（
巻
幡
あ
す
香
）

ツ
・
デ
ザ
ー
ト
ま
で
、
豊

富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

お酒とお菓子の
マリアージュ　

〒577-0803
東大阪市下小阪1-1-33
岸田ビル１Ｆ
☎06-6753-7605
営業時間　17：00～24：00
定 休 日　水曜日・第４火曜日

酒菓家NAKAGAWAみ

９
年
ラ
ク
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
東
大
阪
商
工
会

議
所
の
移
設
な
ど
に
も
触

れ
た
。

　

次
に
来
賓
あ
い
さ
つ
に

移
り
、
宗
清
皇
一
衆
議
院

議
員
、
池
森
啓
雄
近
畿
経

済
産
業
局
長
、
野
田
義
和

東
大
阪
市
長
、
西
田
和
彦

東
大
阪
市
議
会
議
長
が
祝

日
本
経
済
の
真
価
が
問
わ
れ
る
１
年

い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

恒
例
の
年
男
に
よ
る
鏡

開
き
に
は
、
昨
年
旭
日
小

綬
章
を
受
け
た
大
澤
秀
史
さ
ん
も
参
加
し
、
酉
年
の

始
ま
り
を
祝
っ
た
。

前進座85周年記念公演「怒る富士」

公演成功
プレ企画

新 年 賀 会

中
河
内

名
　
士 

年
頭

あ
い
さ
つ

「お酒とお菓子は意外に合いますよ」と笑顔で話す中川美由紀さん

♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪

♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪ ♬ ♩ ♫ ♪

平成28年12月23日・枚岡神社で



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年１月１５日（日）
　

久
宝
寺
駅
か
ら
府
道
１
７
９
号
線

を
近
畿
中
央
自
動
車
道
方
向
に
歩
く

こ
と
10
分
少
々
。
八
尾
市
北
亀
井
２

丁
目
あ
た
り
に
来
る
と
部
品
メ
ー

カ
ー
や
プ
レ
ス
加
工
な
ど
の
工
場
か

ら
機
械
音
が
流
れ
て
く
る
。
住
工
混

在
地
の
中
に
歴
史
を
し
の
ば
せ
る
煙

突
が
見
え
る
。
液
体
せ
っ
け
ん
「
Ｓ

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｉ
」
シ
リ
ー
ズ
で
脚
光
を

浴
び
て
い
る
木
村
石
鹸
工
業
の
本
社

工
場
だ
。
木
村
祥
一
郎
社
長
（
44
）

を
訪
ね
た
。

　

つ
な
い
で
い
く
固
有
技
術

　

１
９
２
４
年
創
業
以
来
、
油
と
苛

性
ソ
ー
ダ
を
混
合
し
て
釜
で
た
い
て

つ
く
る
石
鹸
の
製
法
は
変
わ
ら
な

い
。
材
料
な
ど
の
微
妙
な
配
合
や
粘

度
な
ど
は
い
ま
だ
に
熟
練
職
人
の
感

性
が
決
め
手
と
な
る
。
時
に
は
自
ら

の
舌
で
な
め
た
り
し
て
ア
ル
カ
リ
の

強
弱
を
確
か
め
る
。
一
般
的
に
、
こ

れ
ら
の
作
業
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
自
動
制
御
だ
が
職
人
の
技
に
こ

だ
わ
っ
て
い
る
。「
父
（
現
会
長
）

が
伝
え
て
き
た
固
有
技
術
は
継
承
さ
れ

て
お
り
途
切
て
い
な
い
」
と
３
年
前
に

社
長
を
引
き
継
い
だ
木
村
祥
一
郎
社
長

は
話
す
。「
時
た
ま
、
父
は
直
に
自
分

で
や
る
」
と
言
い
出
す
が
心
配
は
し
て

い
な
い
。
社
員
が
３
～
４
人
で
チ
ー
ム

を
組
み
先
輩
か
ら
教
え
ら
て
い
る
か
ら

だ
。
こ
の
技
の
習
得
は
「
自
分
で
実
際

に
や
っ
て
い
く
、
や
ら
な
い
と
分
か
ら

な
い
」
も
の
だ
と
言
う
。

　

経
営
の
世
代
交
代

　

今
で
こ
そ
自
社
ブ
ラ
ン
ド
販
売
で
表

舞
台
に
立
つ
が
、
３
年
ほ
ど
前
ま
で
は

裏
方
に
徹
し
て
い
た
。
１
９
９
０
年
代

に
家
庭
用
洗
剤
に
乗
り
出
し
た
が
売
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
生
活
協
同
組

合
（
生
協
）
へ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
取
引
先
の
ブ

ラ
ン
ド
で
販
売
さ
れ
る
製
品
の
受
注
生

産
）
供
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
生

協
さ
ん
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
厳
し

い
環
境
基
準
や
品
質
管
理
の
要
望
に
応

え
順
応
し
て
き
た
こ
と
で
技
術
的
に
は

自
信
が
深
ま
り
、
得
意
な
分
野
に
な
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
し
か
し
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
や
大
型
量
販
店
な
ど
の
安
売

り
競
争
が
激
化
し
、
利
益
の
確
保
が
難

し
く
な
っ
た
。
そ
の
頃
、
父
・
幸
夫
社

長
は
健
康
上
の
理
由
で
一
線
を
退
か
ざ

る
を
得
な
く
な
り
、
現
社
長
の
祥
一
郎

氏
が
大
学
４
年
（
１
９
９
５
年
）
の
時

に
立
ち
上
げ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
（
我

が
国
初
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
）
を

辞
め
て
東
京
か
ら
戻
り
社
長
を
引
き
継

い
だ
。

　「
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｉ
」
開
発

　

祥
一
郎
社
長
は
「
見
せ
方
や
売
り
方

を
変
え
れ
ば
良
い
も
の
は
必
ず
売
れ

る
。
大
手
の
や
り
方
は
消
費
者
に
イ

メ
ー
ジ
で
大
量
に
販
売
す
る
が
、
本
当

に
良
い
も
の
は
何
か
を
消
費
者
に
知
っ

て
も
ら
え
ば
売
れ
る
。
自
分
た
ち
で
作

り
売
ろ
う
」
と
決
意
す
る
。
洗
剤
に
は

洗
浄
力
を
高
め
る
合
成
界
面
活
性
剤
な

ど
に
は
石
油
化
学
物
質
な
ど
悪
い
も
の

も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
混
じ
っ

て
い
る
。「
ウ
ソ
や
ご
ま
か
し
は
や
め

よ
う
。そ
の
た
め
に
は
成
分
を
開
示
し
、

成
分
の
特
性
・
性
質
な
ど
の
情
報
を
明

示
す
る
。
普
通
に
油
分
が
落
ち
る
の
で

あ
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
強
調
し
な
い
で
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
決
断
し

た
。�

（
石
河
亮
平
）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

アロマと健康のお店
thanks to Aroma 表敬訪問

ガ
ボ
ン
共
和
国
の
外
交
官

ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
夫
妻

「
本
当
に
い
い
も
の
は
何
か
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

木村祥一郎社長

平成29年 年賀交礼会 八尾市　　　　八尾商工会議所

進化する
企業

4,104

左
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
、西
田
伸
恵
代
表
、

イ
リ
ッ
ク
さ
ん
、
本
紙
小
野
元
裕

新
年
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
池
尻
誠
会
頭

宮川真由美さん（左）と筒井裕之さんが「スペ
イン」「ふるさと」をジャズアレンジで演奏

楽しい仕事が見つかります !
未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の記事を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月（日にち未定）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

　

大
晦
日
。
ド
ニ
プ
ロ
ペ
ト
ロ
フ
ス
ク
滞
在
中
に

セ
ル
ゲ
イ
君
か
ら
電
話
が
あ
り
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
は
キ
エ
フ
の
セ
ル
ゲ
イ
君
宅
で
す
る
こ
と
に
。

彼
は
ラ
ジ
オ
の
Ｄ
Ｊ
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
年

越
し
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
仲
間
と
朝
ま
で
飲
む
と

い
う
。
な
ぜ
か
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
は
な
い
私
に

ま
で
声
が
か
か
っ
た
。

　

夜
の
９
時
過
ぎ
に
シ
ャ
ン
パ
ン
と
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
持
っ
て
セ
ル
ゲ
イ
君
の
家
を
訪
ね
た
。

　

ド
ア
を
開
く
と
、
す
で
に
数
人
の
男
女
が
飲
め

や
歌
え
の
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
し
て
い
る
。
さ
す

が
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
集
ま
り
だ
。
ギ
タ
ー
を
弾

く
者
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
く
者
、
高
音
で
歌
う

者
が
入
り
乱
れ
て
い
る
が
、
心
地
よ
い
サ
ウ
ン
ド

で
耳
に
入
っ
て
く
る
。

　

大
音
量
だ
。
日
本
で
は
隣
近
所
か
ら
苦
情
が
出

る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は

な
い
。
ど
ん
な
に
大
き
な

音
を
出
し
て
も
、
ど
ん
な

に
ド
タ
バ
タ
し
て
も
、
下

の
部
屋
か
ら
も
横
の
部
屋

か
ら
も
苦
情
は
一
切
な

い
。
大
晦
日
だ
か
ら
特
別

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

普
段
か
ら
そ
う
だ
。

　
「
待
っ
て
い
ま
し
た
よ
」

　

セ
ル
ゲ
イ
君
が
人
懐
こ

い
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ

た
。
奥
さ
ん
の
ニ
ー
ナ
が

大
き
な
お
腹
を
抱
え
な
が
ら
満
面
の
笑
み
を
た
た

え
て
い
る
。
こ
の
夫
婦
の
笑
顔
は
最
高
だ
。
会
う

た
び
に
そ
う
思
う
。

　

シ
ャ
ン
パ
ン
と
サ
マ
ゴ
ン（
自
家
製
ウ
オ
ツ
カ
）

を
数
杯
飲
ん
で
い
い
気
分
に
な
り
、
日
本
の
ポ
ッ

プ
ス
を
歌
っ
た
。
ギ
タ
リ
ス
ト
が
歌
に
合
わ
せ
て

伴
奏
し
て
く
れ
、
乗
り
に
乗
っ
た
。

　

気
づ
く
と
後
少
し
で
年
越
し
だ
。

　

皆
、
グ
ラ
ス
に
シ
ャ
ン
パ
ン
を
な
み
な
み
と
注

ぎ
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
待
つ
。
さ
、
い
よ
い
よ

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。
10
、
９
、
８
…
３
、
２
、
１
。

新
年
お
め
で
と
う
。

　

ロ
シ
ア
を
蹴
散
ら
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
が

訪
れ
る
よ
う
、
口
々
に
叫
び
な
が
ら
祈
っ
た
。
外

で
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
を
き
ら
き
ら

と
照
ら
し
て
い
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
70

カウントダウン

　中部アフリカにあるガボン共和国の外交官
ジョージさんと妻のイリックさんが日本に来
ている。１月７日には「アロマと健康のお店 
thanks to Aroma」（八尾市青山町５－８－１）
を表敬訪問。代表の西田伸恵さん（45）と親
交が深いことから実現した。
　夫妻は現在モスクワにある大使館にいる
が、次は東京の大使館で勤務したいと話した。
家族全員日本びいきで、日本で暮らすことを
楽しみにしている。
　【取材メモ】取材は英語でスタートしまし
たが、夫妻がロシア語を流暢に話すことが分
かり、途中からロシア語で行いました。
� （小野元裕）

　

血
は
涙
と
同
じ
成
分
ら
し
い
。
色
が
あ
る
か
、な
い
か
。

ほ
ぼ
同
じ
原
料
で
作
ら
れ
、
体
の
中
を
流
れ
る
。
僕
の
中

に
あ
る
狂
気
と
道
徳
心
の
よ
う
に
。
相
容
れ
な
い
思
想
、

感
情
が
「
僕
」
と
い
う
体
の
中
で
共
存
す
る
。
も
し
か
す

る
と
そ
れ
は
血
と
涙
の
よ
う
に
原
料
は
同
じ
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
色
が
あ
る
か
、
な
い
か
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ

と
な
の
か
も
。

　

河
川
敷
で
ホ
ー
ム
レ
ス
を
殺
し
た
。
遺
体
が
発
見
さ
れ

た
の
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
早
く
、
次
の
日
の
夕
方
に
は

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
い
た
。
僕
は
じ
っ
と
テ
レ
ビ
画
面
を

見
つ
め
て
い
た
。
母
は
物
騒
な
事
件
だ
と
言
っ
て
嘆
い
て

い
た
。
怯
え
と
怒
り
と
憂
え
が
混
ざ
り
合
っ
た
そ
の
表
情

を
見
て
、
昔
か
ら
母
親
は
こ
う
だ
っ
た
な
、
と
思
っ
た
。

ま
さ
か
実
の
息
子
が
そ
の
犯
人
だ
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い

だ
ろ
う
。今
こ
こ
で
打
ち
明
け
れ
ば
ど
ん
な
顔
を
す
る
か
。

泣
く
だ
ろ
う
か
、
怒
る
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
冗
談
だ
と

思
っ
て
笑
う
だ
ろ
う
か
。
ど
う
な
る
に
せ
よ
、
僕
は
一
言

も
口
を
開
か
ず
た
だ
じ
っ
と
テ
レ
ビ
画
面
を
見
つ
め
て
い

た
。

　

通
り
魔
未
遂
の
事
件
は
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。
朝
夕
の

新
聞
を
隈
な
く
探
し
た
が
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。

　

人
を
殺
し
た
帰
り
道
に
人
助
け
を
す
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
く
だ
ら
な
い
コ
ン
ト
の
よ
う
だ
と
思
っ
た
。
興

味
本
位
で
人
を
殺
す
人

間
が
通
り
魔
を
撃
退
す

る
な
ん
て
い
う
こ
と
は

設
定
が
破
綻
し
て
い

る
。
思
い
返
し
て
み
て

も
可
笑
し
か
っ
た
。
自

分
は
悪
い
人
間
な
の

か
、
良
い
人
間
な
の
か
。

そ
ん
な
単
純
な
問
題
で

は
な
い
ほ
ど
自
分
と
い

う
人
間
は
愚
か
な
の
だ

と
思
い
知
っ
た
。
結
局

は
体
の
反
応
す
る
ま
ま

に
行
動
し
て
い
る
だ
け

だ
。
反
応
が
生
む
波
紋

に
後
付
け
で
理
由
を
立

て
て
、
自
分
を
納
得
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。
人
間
は

思
っ
て
い
た
よ
り
も
単
純
な
生
物
な
ん
だ
。

　

親
愛
す
る
友
が
死
ん
だ
通
夜
の
帰
り
に
友
人
と
冗
談
を

言
い
合
っ
て
笑
っ
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
の
犬
を
大
切
に
し
て

い
て
も
牛
の
死
骸
は
涎
を
垂
ら
し
な
が
ら
焼
い
て
食
う
。

不
倫
を
し
て
い
な
が
ら
、
妻
が
病
死
す
る
映
画
を
観
て
涙

を
流
す
。

　

人
間
は
単
純
な
生
き
物
だ
。
そ
の
瞬
間
、
瞬
間
の
反
応

に
喜
び
、
悲
し
み
、
怒
り
、
笑
い
、
感
動
す
る
。
ど
の
感

情
も
行
動
も
嘘
で
は
な
く
、そ
し
て
疑
う
こ
と
さ
え
な
い
。

僕
も
例
外
で
は
な
く
、
反
応
に
従
順
な
つ
ま
ら
な
い
人
間

だ
っ
た
。

　

体
が
ひ
ど
く
疲
れ
て
い
た
。
肩
や
太
腿
の
辺
り
に
筋
肉

痛
が
出
た
。
慣
れ
な
い
体
の
動
き
を
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ

の
時
は
興
奮
し
て
い
て
気
付
か
な
か
っ
た
だ
け
で
、
相
当

体
に
負
担
を
か
け
て
い
た
よ
う
だ
。
目
が
覚
め
る
ま
で
全

身
が
強
ば
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
精
神
的
な
も
の

も
あ
る
だ
ろ
う
。
連
続
殺
人
事
件
な
ど
の
犯
人
は
類
稀
な

る
体
力
の
持
ち
主
な
の
だ
ろ
う
と
感
心
し
た
。

　

死
ん
で
も
悲
し
ま
れ
な
い
人
間
。
そ
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
む
し
ろ
い
な
く
な
る
と

喜
ば
れ
る
人
間
の
方
が
な
お
い
い
。
害
虫
と
同
じ
だ
。
僕

が
駆
除
し
続
け
て
き
た
ゴ
キ
ブ
リ
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
存

在
。 

近
く
に
い
る
だ
け
で
迷
惑
。 
そ
れ
が
ホ
ー
ム
レ
ス

だ
っ
た
。

　

衛
生
的
な
問
題
や
、
治
安
の
問
題
で
世
間
か
ら
敵
視
さ

れ
て
い
る
。
誰
も
口
に
出
し
て
は
言
わ
な
い
が
、
生
き
て

い
る
だ
け
で
害
な
の
で
あ
る
。
電
車
の
中
で
煙
草
を
吸
っ

て
い
た
あ
の
浮
浪
者
に
注
が
れ
る
痛
々
し
い
視
線
。
注
意

さ
え
も
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
誰
一
人
と
し
て
彼
と
関
わ

る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
社
会
の
代
弁
者

と
し
て
自
分
が
制
裁
を
下
す
に
は
う
っ
て
つ
け
の
素
材
。

　

死
ん
で
も
悲
し
ま
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
そ
の
者
の

近
く
に
い
る
人
間
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
恋
人
も
い
な
い
、
家
族
も
い
な
い
、

友
人
も
い
な
い
、
社
会
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
は
み
出

し
た
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
人
間
。
繋
が
り
を
持
た
な
い
人

間
の
こ
と
で
あ
る
。
い
く
ら
凄
惨
な
事
件
と
い
え
ど
も
、

形
だ
け
の
弔
い
と
悲
し
み
の
後
は
砂
浜
を
波
が
洗
う
よ
う

に
全
て
を
流
し
去
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
事
件
は
誰
の
記
憶

か
ら
も
消
え
て
い
く
。

　

殺
し
た
後
、
後
悔
の
念
は
な
か
っ
た
。
ふ
と
思
う
こ
と

は
、
都
会
で
ジ
ビ
エ
料
理
を
談
笑
し
な
が
ら
た
い
ら
げ
る

女
性
は
ど
ん
な
精
神
状
態
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
僕
の
行
動
は
狩
猟
に
似
て
い
る
。
そ
れ
が
報
道
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、 

料
理
に
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
近

い
。
世
間
の
印
象
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
感
情
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
。

　

怒
り
な
の
か
、
悲
し
み
な
の
か
、
祈
り
な
の
か
、
歓
喜

な
の
か
。
た
だ
想
像
に
難
し
く
な
い
こ
と
は
、
ジ
ビ
エ

の
味
は
ま
ず
く
な
け
れ
ば
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
こ
と
。

美
味
し
い
か
ら
ジ
ビ
エ

を
食
べ
に
行
く
の
で
は

な
い
。
珍
し
い
か
ら
食

べ
に
行
く
の
だ
。
料
理

を
味
わ
い
た
い
か
ら
行

く
の
で
は
な
い
。
友
人

と
話
が
し
た
い
か
ら
行

く
の
だ
。
つ
ま
り
、
退

屈
に
な
ら
な
い
た
め

の
道
具
に
過
ぎ
な
い
。

ニ
ュ
ー
ス
も
同
じ
で
あ

る
。
日
々
の
退
屈
を
凌

ぐ
た
め
の
道
具
に
過
ぎ

な
い
。
珍
し
け
れ
ば
そ

れ
で
い
い
。
家
族
や
友

人
の
話
題
の
一
つ
に
も

な
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の

だ
。

　

そ
れ
を
言
い
当
て
る

か
の
よ
う
に
河
川
敷
で
ホ
ー
ム
レ
ス
が
殺
さ
れ
た
事
件
は

見
る
見
る
う
ち
に
報
道
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
誰
も
口
に

も
出
さ
な
く
な
っ
た
。
殺
人
事
件
と
い
え
ど
も
最
近
の

ニ
ュ
ー
ス
は
色
褪
せ
る
の
が
早
い
。
一
つ
に
は
僕
の
狙
い

で
も
あ
っ
た
、
被
害
者
に
繋
が
り
が
な
か
っ
た
か
ら
と
い

う
の
も
原
因
だ
ろ
う
。
警
察
も
捜
査
し
て
い
る
の
か
と
疑

う
ほ
ど
に
平
穏
な
日
々
が
過
ぎ
て
い
く
。

　

僕
は
二
度
目
の
殺
人
を
犯
す
こ
と
を
決
め
た
。
今
思
え

ば
、
捕
ま
り
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
人
を
殺
し
た

時
に
味
わ
っ
た
あ
の
感
触
。
快
楽
。
を
も
う
一
度
味
わ
い

た
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
人
を
殺

し
て
み
て
、達
成
さ
れ
た
と
同
時
に
僕
は
何
か
を
失
っ
た
。

敷
き
詰
め
ら
れ
た
細
胞
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
凝
固
し
、
崩
れ

る
よ
う
に
僕
の
中
に
生
ま
れ
た
喪
失
感
は
精
神
を
追
い
詰

め
た
。
二
度
目
の
殺
人
は
僕
を
、
そ
う
、
僕
自
身
を
納
得

さ
せ
る
た
め
の
殺
人
だ
っ
た
。

　

あ
の
日
、予
備
校
の
先
生
と
再
会
し
て
芽
生
え
た
感
情
。

目
的
を
達
成
し
た
時
に
感
じ
た
「
本
当
に
し
た
か
っ
た
の

は
こ
れ
な
の
か
」
と
い
う
疑
い
。
そ
の
答
え
を
出
す
た
め

に
は
も
う
一
度
、
そ
う
理
論
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
の
殺
人

を
犯
す
必
要
が
僕
に
は
あ
る
の
だ
。

　

理
由
付
け
し
て
犯
す
殺
人
と
は
違
い
、
己
の
感
情
の
あ

り
の
ま
ま
に
従
っ
た
殺
人
を
。
僕
が
納
得
す
る
よ
う
な
、

世
間
が
納
得
す
る
よ
う
な
。
そ
の
瞬
間
に
生
ま
れ
る
「
反

応
」
だ
け
を
信
じ
て
。

　

僕
は
大
学
へ
と
向
か
っ
た
。

�

（
お
わ
り
）

　

消
費
税
の
簡
易
課
税
制
度
は
、
売
り
上
げ
だ
け
か
ら

納
税
す
る
消
費
税
を
計
算
す
る
制
度
な
の
で
、
仕
入
や

経
費
に
含
ま
れ
る
消
費
税
を
一
つ
の
取
り
引
き
ご
と
に

計
算
す
る
必
要
が
な
い
分
、
簡
易
で
は
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。

　

計
算
を
簡
単
に
す
る
た
め
の
簡

易
課
税
制
度
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
は
税
理
士
が
関
与
し
て
い
る
と

す
る
と
や
っ
か
い
な
話
で
あ
る
。

現
に
無
料
相
談
会
場
に
来
る
事
業

者
は
少
な
く
、
来
て
も
売
り
上
げ

が
１
、
０
０
０
万
円
に
満
た
な
い

た
め
に
免
税
で
あ
る
。
こ
れ
は
私

の
実
感
で
あ
る
が
、一
般
課
税
（
普

通
に
計
算
す
る
方
法
）
と
簡
易
課

税
は
ど
ち
ら
が
得
な
の
か
と
い
う

と
こ
ろ
に
実
は
納
税
者
の
関
心
は

向
い
て
い
る
。
税
理
士
が
説
明
す

る
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
税
理
士
に
依
頼
し
て
い
る
納
税
者
が
判
断

で
き
る
か
と
い
う
と
難
し
く
て
で
き
な
い
。
そ
こ
で
活

躍
す
る
の
が
税
理
士
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
税
理
士

が
計
算
す
る
な
ら
簡
易
で
な
く
て
も
計
算
で
き
る
の

で
、
何
の
た
め
の
簡
易
課
税
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま

た
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
た
め
に
は
、そ
の
年（
事

業
年
度
）
の
始
ま
る
前
ま
で
に
書
類
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
や
や
こ
し
く
し
て
い
る
。
こ
の

書
類
（
簡
易
課
税
選
択
届
出
書
）
を
提
出
す
る
と
２
年

間
は
変
更
が
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
や
や
こ
し

く
し
て
い
る
。
つ
ま
り
未
来
を
予

想
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、
明
ら
か
に
ど
ち
ら

か
の
制
度
が
有
利
と
わ
か
れ
ば
良

い
が
、
微
妙
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
場

合
は
判
断
を
迷
う
こ
と
に
な
る
。

一
般
課
税
は
も
ら
っ
た
消
費
税
か

ら
支
払
っ
た
消
費
税
の
差
額
を
納

め
る
の
で
絶
対
に
損
を
し
た
と
い

う
こ
と
は
な
い
が
、
簡
易
課
税
が

あ
る
ば
か
り
に
損
を
し
た
と
感
じ
た
り
す
る
の
だ
。

　

納
税
者
に
し
て
み
る
と
税
金
は
１
円
で
も
安
い
方
が

良
い
か
ら
、
ど
ち
ら
が
良
い
か
判
断
を
委
ね
て
く
る
の

だ
。
私
も
一
所
懸
命
考
え
る
が
、
毎
回
判
断
を
誤
る
納

税
者
が
い
る
。
未
来
は
よ
く
分
ら
な
い
か
ら
…
。

消費税の簡易課税は簡単ではない③

笑う笑う
税理士
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2017（平成29）年３月24日（金）
19：00開演（18：30開場）

八尾シティーコンサートPart88

八尾市文化会館プリズムホール
★チケット料金★
一般　3,000円（当日300円増）
フレッシュシート＋　1,500円＜大学生以上25歳以下＞
フレッシュシート　　1,000円＜小・中・高校生＞

テレビ朝日「関ジャニの仕分け∞」　「題名のない音楽会」など、メディア出演多数の
全豪No.1ヴァイオリニスト、石川綾子。
ヴィヴァルディ からボカロ、おそ松さんまで、ジャンルの壁を超えたバラエティ豊か
なプログラムに楽しんでいただけること間違いなし！　繰り広げられる超絶技巧
は、ヴァイオリンの常識をくつがえすほど。石川綾子が魅せる、「こんなヴァイオリン
は初めて！」をお楽しみください。
★プログラム★
モンティ：チャルダッシュ
ピアソラ：リベル・タンゴ
久石譲　：君をのせて（「天空の城ラピュタ」より）
黒うさP：千本桜
96　　 ：はなまるぴっぴはよいこだけ（「おそ松さん」より）ほか
※プログラムは変更する場合がございます。予めご了承ください。

石川綾子 ヴァイオリン・リサイタル

　

平
成
29
年
、
酉
年
の
年
頭
を
飾
る
年
賀
交
礼
会
（
八
尾
市
・
八
尾
商
工
会
議

所
共
催
）
が
、
１
月
６
日
、
八
尾
市
立
総
合
体
育
館
（
八
尾
市
青
山
町
３
）
の

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
た
。
政
界
、
産
業
界
を
は
じ
め
、
市
民
団
体
や
市
政

功
労
者
、
市
関
係
者
な
ど
、
市
内
外
か
ら
約
７
０
０
人
の
来
賓
が
一
堂
に
会
し

て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
今
年
１
年
の
互

い
の
活
躍
と
八
尾
市
の
発
展
を
祈
念
し
た
。

　

交
礼
会
の
会
場
と
な
る
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
入
り
口

で
は
、
田
中
誠
太
八
尾
市
長
と
池
尻
誠
八
尾
商
工
会

議
所
会
頭
ら
が
新
年
の
お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
な
が

ら
来
場
者
を
出
迎
え
た
。

　

来
賓
の
中
に
は
、
八
尾
市
選
出
の
大
阪
府
議
会
議

員
ら
政
界
関
係
者
の
姿
も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

　

会
は
、
午
前
11
時
に
平
成
25
年
八
尾
市
文
化
新
人
賞

受
賞
者
の
ギ
タ
リ
ス
ト
筒
井
裕
之
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト

宮
川
真
由
美
さ
ん
に
よ
る
演
奏
で
幕
を
開
け
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
田
中
市
長
が
「
今
年
は

中
核
市
移
行
に
向
け
た
準
備
を
し
っ
か
り
と
進
め
、

基
礎
自
治
体
と
し
て
の
使
命
を
よ
り
一
層
果
た
す
べ

く
、
市
と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
れ
か
ら
も
地
元
企
業
を
は
じ
め
、
市
民
や
団
体
の

皆
さ
ん
に
も
力
を
借
り
な
が
ら
、
共
に
歩
み
、
八
尾

市
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
１
年
に
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
話
し
、
池
尻
会
頭
は
「
商
工
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
い
ま
だ
厳
し
い
が
、
酉
年
の
今
年
が
大
空
を

飛
ぶ
鳥
の
よ
う
に
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
き
く
羽
ば
た

く
こ
と
が
で
き
る
１
年
と
な

る
よ
う
、
商
工
会
議
所
と
し

て
全
力
を
挙
げ
て
様
々
な
支

援
を
し
て
い
き
た
い
」
と
今
年
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
重
松
恵
美
子
八
尾
市
議
会
議
長
に
よ
る

乾
杯
の
発
声
が
行
わ
れ
、
新
春
の
華
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
約
１
時
間
に
わ
た
り
、
各
界
出
席
者
ら
が
あ

い
さ
つ
や
交
流
を
行
っ
た
。

　

会
の
最
後
に
は
参
加
者
全
員
で
万
歳
三
唱
を
行

い
、
今
年
１
年
の
活
躍
と
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。

各
界
の
関
係
者
ら
約
７
０
０
人
が
一
堂
に
集
う

感 

触
嶋
津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

最
終
回

―⑫―

「SOMALI」 シリーズでハウスケア文化をつくる

木村石鹸工業株式会社 ―①―

木
村
石
鹸
工
業
株
式
会
社

　

 

八
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